
【別紙様式 9】  
共♂7・一郎り  

課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 3 月 31 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

谷  清  氏  名  

所属・資格 法学部  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
奨励研究／一般研究（個人）   1 種 目  

2 研究課題  

日本の税制改革の方向と課題  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

桶 谷  清  
・研究分担者（役割分担）   

桶 谷  清（研究代表・統括責任者、最適税制の理論研究）  
山口 正春 （欧米における税制改革の歴史と理念）   
坂井 吉良 （データ収集と統計・計量分析）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表テーマ  発表者名   

5 著書・雑誌論文 借着・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽコピーの場合l劫服されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

著書名。雑誌名／論文名  著者・執筆者   出版社・発行所  
谷清・山口正春  日本の税制改  の方向と  平成20年  

日本大学法学会  
坂井吉良  

※ホームページ等での公開の⑳・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  共07－002  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年3月26日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

小笠原  隆 夫  

芸術学部映画学科・教授  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を0で囲んでください。  
1 種 目  奨励研究／一般研究（個人研究）  ／総合研究   

2 研究課題   

談話収録による個人を対象とした映画史の資料収集  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代来者   

小笠原 隆夫（全体総括，シナリオ）  

・研究分担者（役割分担）   

高野 徹  映画技術（撮影）   

田島 良一  映画史   

鳥山 正晴  演出   

広沢 文則  映画技術（撮影）   

松島 哲也  演出  

宮沢 誠一  演出  

賛藤 裕人  演出  

奥野 邦利  映画演出  

上倉  泉  映画技術（録音）  

横川 眞額  映画理論  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  

5 著書・雑誌論文 膚書・雑誌・抜き刷り等をi鮒してください。コピーーⅥ場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

若君名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  著者・執筆者  

共著：  

小笠原陣息 高野微  
官沢誠・，田島 良一  

替藤裕人‥鳥山 正晴  

奥野邦利，広沢文則  

上倉 央，松島 哲也  

横川 罪鞘  

平成20年  
3月  

『個人別領域別談話収録による映画史大系』  芸術学部映両学科  19  

※ホームページ等での公開の（竺〉否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は一理由書を添付して下さい0   



［成果物9－2］   



【別紙様式′ 9】  
＊課題番号  共07－003  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 3月 9日  

JT、† 

氏  名  ヰ「〕  

所属・資格  芸術学部・美術学科・准教授  

日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  奨励研究／→般研究（個人研究）  ／総合研究   

2 研究課題  

里山の美術教室：廃校・廃屋を拠点とした美術による地域括性化と美術教育の再生の試み  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

鞍掛 純一  

・研究分担者（役割分担）  

高橋 幸次 （調査・資料収集・記録）  
大槻 孝之 （制作・現地指準）  
奥野 邦利 （調査・資料収集・映像記録）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  

5 著書・雑誌論文 情暮・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽコピ・・・Ⅵ喘合は靴されたことが客観的にわかるものを添付してくださしヽ）  

著者・執筆者  著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  

※ホームページ等での公開の空）否）いずれかを○で囲んでください。否の場合はt理由昔を添付して下きい。   



［成果物9－2］  

氏 名  提出物   



【別紙様式 9】  
・宍β7一郎甘  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21   年  4 月  1 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏名  北 川  道 男  

所属・資格  国際関係学部  

下記のとおり堤根いたします。  

注：該当する種目を0で囲んでください。  
1 種 目  奨励研究／一般研究（個人研究）／  一般研究（共同研究）  ／総合研究   

2 研究課題  

無形資産の総合的研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）   

・研究代表者  北川道男   

・研究分担者（役割分担）  

豊川和治（情報機器保守サービスデータのデーターマイニングによる分析J  
雨宮史卓（企業がブランドを資産として捉えることの意義とブランド資産戦略）  

寛 正治（中国企業とタイ国企業管理者のモチベーション比較）  
北川道男（無形資産の拡大と会計・監査の諸問題）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  発表テーマ  

5 著書・雑誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださし㌔コピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

著者・執筆者  著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  
平成20年  
12月  

日本大学国際関係  
態醐加給合的耶ち 匡憫閻閣柁  豊川和治   

雨宮史卓  
日本大学同際関係  
学部  態形資産の総合的研乾 田硬喝俸研究  

日本大学国際間係  
学部  無形資産の総合的研乳 康博  

日本大学間隙間係  
学部   憮形資産の総合的研乳 回卿和抑ぇ  



※ホームページ等での公開の（可・否） いずれかを0で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。  

［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
共07・006  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成1・9年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月 18日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（⑳・菅） いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由審を添付して下さい。   



［成果物9－2】  

6 その他の発表   

新聞掲載  

発表／掲載者名  新聞名 （朝刊・夕刊）  掲載年月日  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

氏 名  提出物  

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

（外部資金の獲得）   

基板表面での分子配列制御の知見を展開した研究「分子マシンをめざしたダブルデッカー錯体の回転の可  

視化と制御」が，平成21年度から平成23年度の科学研究費基盤研究（C）（総額3，600千円）として採択さ  

れた（大月）．  

（他の研究への発展）   

自己組織化した高分子の配列を鋳型とするナノスケール材料の合成，特に高密度記録材料への応用は，平  
成21年度からの日本大学Ⅳ研究プロジェクトの中心的な研究課題の1つになった（大月，塚本）．   

〃二研究プロジェクトの中で，自己組織化とその応用に関する研究はさらに幅を広げ，文理学部・松下祥子，  
理工学部・伊掛浩粗 理工学部・伊藤彰義などのメンバーの共同研究に発展している．さらに，量子科学研  
究所・羽柴秀臣による自己組織化と対極にあるトップダウン型ナノ加工との組み合わせという全く新しい共  

同研究へ発展しつつある．早いうちに成果を発表できると考えている．  

（その他）   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4月 13日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

清 水 正 一  

生産工学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を0で囲んでください。  
奨励研究／一般研究（個   1 種 目  

2 研究課題  

液一液二相系反応のための高次機能超分子触媒の開発とヒドロホルミル化反応への応用  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

清水 正一（高次機能超分子触媒の合成とヒドロホルミル化反応）  

・研究分担者（役割分担）   

南澤 宏明（金属錯体の分析）   

西澤 一友（分子力学計算による超分子触媒の評価およびその数量化）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

日本大学生産工学部第41  
回学術謂腐会  

水を触媒閑定相とする二相系反応のため  
の超分子触媒の開発（OS・3）  

平成20年12月  

環境調和型材料による有害物質除去およ  
びそれらの高感度モニタリング法の開発  
に関する研究（OS・9）  

日本大学生産工学部第41  
回学術講演会  平成20年12月  

Ⅹantpbos部位を架橋とする新規カリック  
スホスフィン配位子の合成（P－094）  

平成20年9月  高橋・白川・邁丞  日本油化学会第47回年会  

Ⅹantpbos部位を架絹とする水溶性カリッ  
クスホスフィン配位子の効率的な合成経  高橋・邁丞・白川  日本化学会第88帝季年会  平成20年3月  

路の探索  
（3PB・050）  

ⅩantpllOS部位を有する水溶性カリックス  
ホスフィン配位子の新規合成経路の探索  

（5・36）  

日本大学生産工学部第40  
回学術講演会  平成19年12月  市橋・清水・白川  

5 著書・雑誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽコピ⊥の場合は掲載されたことが客観的l拗、るものを添付してください。）  

著者・執筆者  著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  

SynergicSollltionsforSustainable  
Development／AdsorptionofHeavyMetals  
inAqueousSolutiononAdsolptionGel  
PreparedfromPantBiomaterial  

M．Minami8aWa，  
H．Minamism，  
S．Yoshda，N．Takai  

Research  

Publisbing  
平成19年  

TheJournalofOrganicChemistry／Synthesis  
andResolutionofaMultifunctional  
InherentlyChiralCalix［4］arenewithan  
ABCDSubstitutionPatternattheWide  
Rim：TheEffbctofaMultifunctional  
StructureintheOrganocatalyston  
Enant，ioselectivityinAsymmetricReact，ions  

S．SIlirakawa，  

T．mmura，  

S．Murata，  
S．SIlimi乙u  

平成21年  
1月  

American  

ChemicalSociety  
74・3  

清水正一，小林 作，  
白川誠司，南澤宏明，  

西澤一友  

日本大学生産工学部研究報告A／キサンテン骨  
格を有する新規ジホスフィン配位子の合成と  
液・液二相系ヒドロホルミル化反応への応用  

日本大学生産工学  
部生産工学研究所  

第42巻  
第1号  

平成21年  
6月  

※ホームページ等での公開の㊥否）いずれかを○で囲んでください8否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  ＊課題番号  共 07・008  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 5月 12日  
日 本 大 学 総 長  殿  

∴  こ 三 二 ご・  

所属・資格  工学部・教授  

下記のとおり提出いたします。   

注：該当する種目を○で囲んでください。  
奨励研究／一般研究（個人研究）／  一般研究（共同研究）  ／総合研究   1 種 目  

2 研究課題  

河川湖沼等水域の水質保全のための広域モニタリングシステム開発に関する研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

若林 裕之  

・研究分担者（役割分担）  

中村 玄正（現地取得データの解析）  

藤田 豊 （現地取得データの解析）  

岩井 俊哉 （リモートセンシングデータ解析、土地被覆分類手法の研究）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表年月  発表テーマ   

大和泰佑，佐藤洋一  
藤田 豊．中村玄正  

猪苗代湖北部水域における流入負荷と水生植  
物、pHについて  土木学会東北支部  2DO8年3月  

中村玄正．瀬田 豊  
大和泰佑．佐藤洋一  

土木学会東北支部  猪苗代湖の水質に関する現況と課題  2008年3月  

東意‾廟  
猪苗代湖の水温変化と流動  土木学会東北支部  2008年3月  

豊，田中 仁．中村  
7・干す宮戸‾恵  

豊，佐々木幹夫，中  
村玄正  

猪苗代湖の長瀬川河口水域における水質観測  土木学会東北支部  2008年3月  

猪苗代湖全水域における水質同日観測  土木学会東北支部   2008年3月  

青柳一輝，田中 仁．  
藤田 隼，梅田 借  藤田 空聖  

現地観測による猪苗代湖の水理現魚に関する  
研究  

土木学会東北支部  20D8年3月  

以下 別紙  

5 著書・雑誌論文 信書・雑読・抜き刷り等を添付してくださしヽコピ欄ま掲載されたことが醐的にわかるものを添付してください。）  

著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  著者・執筆者  

用水と廃水／猪苗代湖の水質保全の課題と対  
策  

Vol．50  

No．12  
2008年  用水と廃水  中村玄正   

中村玄正，藤田 豊．  

若林裕之，稲森悠平  

有機物循環システムの構築に関する間東研究  
報告書／猪苗代湖の水質保全のための布機物  
循環システムに関する調査研究  

特定非営利活動法  
人 超学際的研究  
機構  

2008年3月  

青柳一輝，田中 仁，  
藤田 豊，梅田 誠  

東北地域災害科学研究／猪苗代湖の水理特性  
に関する研究  

文部科学省研究開  
発局  

2008年3月  Vol．44  

以下 別紙  

※ホームページ等での公開の（固・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



別紙  

4．学会発表等 （続き）   

発表者名   学会名   発表テーマ   発表年月   

蟹沢直樹，岩井俊哉   電気関係学会東北支部連  ノイズを付加したカオスニューラルネッ  2008年8月  

合大会   トワークにおける記憶の想起とアトラク  

タ構造に関する考察   

佐藤大輔，岩井俊哉   電気関係学会東北支部連  カオスニューラルネットワークにおける  2008年8月  

合大会   記憶パターンの遷移とアトラクタ構造に  

関する考察   

若林裕之，藤田 豊，  日本リモートセンシング  ASTERデータによる猪苗代湖水モニタリン  2008年12月   
中村和樹   学会学術講演会   グ   

田村徹，藤田豊，  
佐々木幹夫，田中仁   

土木学会東北支部   長瀬川河口水域における拡散現象   2009年3月   

冨樫潤，藤田豊，  
中村玄正，佐藤洋一   

土木学会東北支部   猪苗代湖における大腸菌群調査   2009年3月   

武田慎太郎，藤田 豊，   
土木学会東北支部   

猪苗代湖の全水域における水温変動過程  2009年3月   
中村玄正，佐藤洋一  と水質特性   
工藤宗大，藤田 塑，  土木学会東北支部   衛星画像と空中写真を用いた猪苗代湖の  2009年3月   
若林裕之，田中 仁  湖浜変形   

青柳一輝，田中仁，  
藤田豊，梅田誠   

猪苗代湖の秋冬季における湖水流動特性  2009年3月   

大和寮佑，長林久夫，   猪苗代湖北部水域への流入負荷と水質特   
土木学会東北支部  性   2009年3月   

村玄正  

5 著書・雑誌論文（続き）   

著者・執筆者   著書名・雑誌名／論文名   巻・号   年月   出版社・発行所   

電子通信情報学会技術報告／カオスニュー  
佐藤大輔，岩井俊哉  ラルネソトワークダイナミクスへの記憶パ  

電子通信情報学会技術報告／カオスニュー  
蟹沢直樹，岩井俊故  ラルネソトワークにおける確率共鳴的な現  

象   

中村玄正，藤田整．  
特定非営利活動法  

若林裕之，黒澤高秀  性に関する調査研究報告書  
2009年3月   人超学際的研究  

機構  



【別紙様式 9】  
＊課題番号  共07・009  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月15日  

日 本 大 学 総 長  殿  

佐藤 晴夫  氏  名   

所属・資格  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
1 種 目  奨励研究／一般研究（個人研究）  総合研究   

2 研究課題   

自然エネルギーを活用した分散型小規模電力網に関する研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

佐藤 晴夫  

・研究分担者（役割分担）  

平山 和雄（水素製造における化学的特性の分析）  
上田 剛（燃料電池の最適制御）  

渡部 弘一（小水力発電の活用技術）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

学会名  発表者名   発表テーマ  発表年月  

太陽／風力エネ／レギー講  

演論文集（2008），  
No．109  

マイクロ波照射による低電力型メタン  
→水素改質器の開発（2）  

野崎隆，平山和雄，佐  
2008年11月  

5 著書・雑誌論文 庸書・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  著者・執筆者  

滅ホ‾ムペ‾ジ等での公開の巴）否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  共07・010  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 28 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

笠巻 祐二  氏  名   

所属・資格  医学部・講師（専任扱）  

し一下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  奨励研究／一般研究（個人研究）／  ）／総合研究   

2 研究課題  

中国西域少数民族の自然長寿を規定する心臓生理学的要因一日本人長寿者との比較－  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

笠巻 祐二（研究計画立案、遂行、総括心電図、心エコーの実施、データ解析、統計処理、論文作成）  

・研究分担者（役割分担）  

中井 俊子（24時間ホルター心電図の実施、データ解析）   

泉 洋一 （血液生化学検査およびホルモン検査データ解析、携帯型連続血圧測定装置の実施、解析）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

Masakat8uOhta，  

Y可iXa8amaki，  

TbshikoNakai，etal．  

MaimaitiAniwae】1  
YoichiI乙umi，  
YujiⅨa8amaki，etal．  

The 72nd AnnualScientific  

Meeting of the Japanese  

Circulation Society 

TheNaturalIJOngeVityoftheUygurPeoplein  

the Western Region of China Ha8 Less  
ChancetoHaveAtrialFibri11ation？  

2008，March  

The 72nd AnnualScientific  
Meeting of the Japanese  
CirculationSociety  

Theinteraction between atrialnatriuretic  
Peptide andheartrate variabilityinhuman  

Su切ect£  

2008，Marcb  

5 著書・雑誌論文 借善・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合は掲載されたことが紺的にわかるものを添付してください。）  

著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  著者・執筆者  

※ホームページ等での公開の（◎・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］  

6 その他の発表   

新聞掲載  

掲載年月日  新聞名 （朝刊・夕刊）   発表／掲載者名  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

氏 名  提出物  

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

（外部資金の獲得）  

（他の研究への発展）  

（その他）  

第72回日本循環器学会学術集会において中国西域少数民族には心房細動の有病率が極めて少ないことを報  

告した。すなわち、中国新彊ウイグル自治区ホ一夕ン居住の90歳以上のウイグル族自然長寿者（UL群）では、  

心房細動の有病率が極めて少なく、その理由として我々が心エコーのデータから明らかにしたUL群では、左  

重収縮機能正常かつ軽度の拡張機能低下に留まっていることが少なからず関わっている可能性について報告  

した。血中テストステロン濃度が比較的保たれていることも重要な所見である可能性があるが、現時点では  

心房細動の有病率の低さと関連しているか否かは不明であり、今後の検討を待たなければならないと考えて  

いる。   



【別紙様式 9】  

人してください0  

平成19年度学術研究助成金成  

平成21年9月11日  
。本大学総長殿  

氏 名  上野高浩  

所属・資格   学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
総合研娠   1 種 目  奨励研究／一般研究（個人研究）／  一般研究（共同研究）  

2 研究課題  

メタポリックシンドロームでの内臓脂肪組織ケモカインレセプター（CCR  全
円
 
 
 

の
 
 

）
 
 

ぎ
≒
ミ
ミ
…
l
 
 

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者 上野高浩  

・研究分担者（役割分担）   

松本太郎（細胞実験）   

本江純子（結果解析）   

斎藤穎（組織実験）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを麺付してください。）  

発表者名  学会名  ∃ 発表テーマ  発表年月  

C－C motif chemokinei：eCePtOrlに  
よる前駆脂肪細胞の遊準促進作用  

上野高浩，松本太郎，  

本江純子，斎藤穎  

他7名  

2009．9  
患モデル学会  

5 著書・雑誌論文（著計雑計抜き刷り等を添付してください。コピーの場合は掲載され塞ことが客観的にわかるものを瀞寸してくださし㌔）  
著書名・雑誌名／論文名  著者・執筆者   出版社・発行所  

書
 
由
 
 

※ホームページ等での公開の（回・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，  を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
学課題番号  共07・012  

注≧：課題番号を記入してください。                                                             ∃  

喜 平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

… 平成 21年 7 月 15 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

下記のとおり提出いたします。  

1種目l奨励研究／一般研究（個人研究）一校 即）／総合研準‡注：該当する種目を○で囲んでください0   

2 研究課題   

日本におけるE型肝炎の分子疫学的および臨床病理学的研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  
山上裕晃（研究の総括，検体の収集，HEVsequenceの決定，PC牢法）       ≧   
森山 光彦（HEV抗体の測定，検体の収集，分子系統樹の作製，pa拒h喝eneSisの検討）   
黒田 和道（PCR法，SequenCeの決定，HEV培養）  

山 4学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）                   執   

発表者名   学会名   発表テーヤ  発表年月   

山上裕晃、田村彰教、  

森山光彦黒田和道   

≦  

5 著書・雑誌論文 信書■雑誌・抜き刷り等を封寸してください。コピーの場合は掲載され喪ことが客観的にわかるものを添付してください。）   

著者・執筆者   著書名・雑誌名／論文名  巻・骨   年月   出版社・発行所   

Masahiko Sugitani，  Journal of Gastroenterology and   24・4… H  
Akinori   Tamura，  Hepatology／DetectionofhepatitisE  Publishing Asia   
MitsuhikoMoriyama，  PtyLtd  
etal．   

≧  
弼  

毒  

≦  
箋  

≧  

毒  

※ホームページ等での公開の①義否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は一喝由書を添付して下さい。                                                                                       §  
〔  
と   



［成果物9－2］   



【別紙様式 g】  
＊課題番号  共07・013  

注：課題番号を紀入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 10 月 7 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  村 松  高  

所属・資格  医学部・講師（専任扱）  

下記のとおり提出いたします。  

注：敢当する種目を0で囲んでください。  奨励研究／一般研究（個人研究）／  ／総合研究   1 種目  
2 研究課題  

肺癌症例におけるCTC（Circulating Tumor Cells）の関与  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

村松 高  

・研究分担者（役割分担）   

細川 芳文（パラメータの評価の指導）   

杉谷 雅彦（症例の病理組織学的分析）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表年月  発表テーマ   発表者名  

肺癌患者における循希腫瘍細胞  

（CirculatingTumor Cells）の検討  
2009年4月  回日本外科学会  村松 高，他8名  

5 著書・雑誌論文 席書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽコピーの場合は掲載されたことが甜的にわかるものを添付してくださしヽ）  

出版社・発行所  著書名・雑誌名／論文名   著者・執筆者  

村松 高，杉谷 雅彦，  
細川 芳文，他8名  

日大医学雑誌／肺病患者におけるCellSearch  
Systemを用いた循環腫瘍細胞の検討  

日本大学医学会  2009年8月   

※ホームページ等での公開の㊦否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  共07・014  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年  4月  

日 本 大 学 総 長  殿  

20日  

氏  名  

所属・資格 医学部・助手  

下記のとおり提出いたします。  

奨励研究／一般研究（偶人研究）／  ／総合研究  注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  

2 研究課題  

臍帯血造血幹細胞のDNAメチル化に関する研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

入部 雄司  

・研究分担者（役割分担）  

松本 太郎（造血幹細胞分離についての実験担当）  

永瀬 浩喜（造血幹細胞メチル化についての解析担当）  

相澤 信（造血幹細胞の増殖・分化についての解析担当）  

麦島 秀雄（臍帯血採取・保管・管理担当）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

学会名  発表者名   発表テーマ  発表年月  

第31回 日本造血細胞移  臍帯血CD34陽性細胞のサイトカインによ  平成21年2月5日  入部雄司、松本太郎、永瀬  
浩苅、相澤倍、愛鳥秀雄  チル化への形   るDNAメ  

5 著書・雑誌論文 膚書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽコピ・・丁功場合は掲載されたことが客観的にわ力、るものを添付してください。）  

出版社・発行所  著者・執筆者  著書名・雑誌名／論文名   

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2】   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  共07・015  

注：課世番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 22 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  宇野茂之  
二：＿′  

所属・資格  医学部・専任講師  

‾F記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  奨励研究／一般研究（個人研究）／一般  究）／総合研究   

2 研究課題  

食生活の欧米化に伴う生活習慣病のリスクファクターの解明とその予防法  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

宇野 茂之（総括・疾患とターゲット遺伝子の解明）  

・研究分担者（役割分担）   

横島 誠 （培養系における迫伝子発現朋節機構の解明）   
櫻井 健一（疾患モデルマウスの検討）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  

5 著▲．1卜雑誌論文 屠書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽコピーの場合は掲載されたことカ唱靭的lコbかるものを添付してくださしヽ）  

著．1下名・邦徒名／倫文名  出版社・発行所  著者・執筆者  

THEJOURNALOFPI仏RMACOLOGYANDEXPERIMENTAL  
T汀ERAPEUTICS／Vitamin I）3 Modulates the  
Expressionofl！ileAcidRegulatoryGenesand  
ReI）reSSeSInflamationinBileDuct－Ligated  
hlice 

The  American  
Society  for  
Pharmacology and  
Experimental  
TheraI）eutics  

sa  
ShigeyukiUno，Makoto  
Makishima，et al．  

2009  
February  

328・2  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由春を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課是喜番号  共07－016  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年 5 月 20 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格   

岩野恥  

生物資源科学部・教授  

‾‾F記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  奨励研究／一般研究（個人研究）  一般研究（共同研究）  ／総合研究   

2 研究課題  

昆虫病理学的アプローチによる節足動物媒介感染症及びその制御に関する研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

岩野 秀俊 昆虫病原微生物の検出・接種および病理診断データの取り纏め  

・研究分担者（役割分担）  

湯川 眞嘉 （感染系の検討）  
村田 浩一 （野生動物試料および病原体媒介節足動物の採取）  
佐藤 雪太 （病原体の遺伝子解析）  
畠LU 吉則 （昆虫病原微生物の検出および遺伝子解析）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

畠山吉則・佐藤′て太・村  
田浩一・湯川銅粛・岩野  
秀俊  

異なる毒性を示す同秤衛胞子虫．識別DNAマ  

ーカーの作成  
2008年3月  

5 著書・雑誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等を渕寸してくださし㌔コピーの場合は掲載されたことが客掛勺にわかるものを添付してください。）  

著者・執筆者  著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  

J．川SEC．BIOTECII．SERICOL．／  

An t）1tiⅢatelTeLhod for Detection ofInlected  

Palhogenicllicroorganism froI】SilkⅥTOrm uSing  
ⅡDGP．  

】Iatakeyam孔Y．，宵amano，  
K．andIwano，且   

Hatakeyama，Y．，Sato．  
Y．， Murata． Ⅰ（．，  
Yukawa，M．and  
Iwano．IT．  

城谷歩惟、柴田明弘、江尻  
寛子、佐藤雪太＊、旦辿宣  
艶、岩野英俊、津田良夫、  
村田浩一、湯川頻嘉  

日本蚕糸学会  2008年2月  77．l  

2009年2月  

J．INSEC．BIOTECH．SERTCOL．／  
Searchforandde（CCLionof specificDNAfragments  

in high－ andlow－Virtllenlstrains of Nosema  

∂仇吻′Cノ∫（九Iicrosporlda：ド8SeⅢaLidae）  

日本蚕糸学会  78．1  

日本獣医師会雑記／  
神奈川県内の大学農場における較の分布および烏マ  

ラリア原虫保有状況．  

2009年1月  日本獣医師会  

※ホームページ等での公開の（国・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。  

［成果物9－2］   





【別紙様式 9】  
＊課題番号  共07－017  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 3月 芦1日  
日本大学総長殿  

氏  名 ⊥  

所属・資格 凋   

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1種目  奨励研究／一般研究（個人研究）  ／総合研究   

2 研究課題  

寄生虫由来の新奇生理活性物質の探索  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

野上貞雄（抗菌活性）  

・研究分担者   

亘敏広（抗凝固活性）   

関 泰一郎（線溶活性）   

森友忠昭（免疫活性）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

土井純子、亘敏広、開 泰  

一郎、森友忠昭、野上貞雄  第144回日本獣医学会  廻抗凝匡嘩堕⊆盟主旦廼窒  2007年9月  

5 著書・維誌論文 屠奮・雑誌・抜き刷り等を滞付してください。コピーの場念は隈試されたこと力唱観均にわかるものを滞「寸してください。）  

著書名・雑誌名／論文名  著者・執筆者   出版社・発行所  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は・理由書を添付して下さい0   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  高共07・001  

注：課題番号を取入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21 年 6  月 25  日  
日 本 大 学 総 長  殿  

梅田嗣 氏  名  

所属・資格 習志野高等学校・教諭  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を0で囲んでください。  1 種 目  奨励研究／一般研究（個人研究）／一般研究（共同研究）／総合研究   

2 研究課題  

ネットワークを利用した情報共有に関する研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）   

・研究代表者  

梅田 高司   

データベースサーバ構築と情報公開に関するガイドラインの研究   

・研究分担者（役割分担）  

小松 誠   

グループウエア設計と情報公開に関するガイドラインの研究  

佐藤 深雪   

情報共有とユーザインタフェースに関する研究  

大内 久子   

情報共有とユーザインタフェースに関する研究  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  発表テーマ  

5 著書・雑誌論文 席書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽ  コピ側職されたことが客祇的l拗、るものを添付してくださし㌔）  

著者・執筆者  著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  

平成21年度日本大学習志野高等学校研究紀要  
ネットワークを利用した情報共有に関する研  

究  

創設80  

周年記  

念号  

梅田高司，小松誠，  
佐藤深雪，大内久子  

平成21年5  
月  

日本大学習志野高  

等学校  

※ホームページ等での公開の  菅） いずれかを○で囲んでください。育の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 10】  
市突07－∂0え  課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月 30 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏   名  佐 藤 睦 浩  ゴ：自J  

所属・資格 凋  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を0で圃んでください。  奨励研究／一般研究（個人  一般研究（共同）  総合研究   1 種 目  

2 研究課題  

ITを利用した能動的な授業実践に関する研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

佐藤睦浩  

。研究分担者（役割分担）   

能勢いずみ（化学分野）   

和泉賢一（生物分野）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

学会名  発表者名   発表テーマ  発表年月  

佐藤睦浩  
能勢いずみ  

ITを利用した能動的な授業実践に関  

する研究  

日大工学部学術研究  

報告会  
平成20年12月  

．し・＼竺二・  
高校における地域及び大学との連携  

による生徒の課題研究活動の実践に  

ついて   

日大工学部学術研究  

報告会  
平成20年12月  佐藤睦浩 他  

5 著書・雑誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合は掲載されたことが細的にわかるものを添付してください。）  

著書名・雑誌名  出版社・発行所   著者・執筆者  



［成果物10－2］   
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